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水環境の状況 等 
 
１．水質汚濁防止法・条例に基づく排水規制 
（１）「水質汚濁防止法」は、汚水又は廃液を排出する施設（特定施設）を設置する工場・事

業場から公共用水域に排出する水を規制するものであり、規制の内容は、生活環境項目・

有害物質を対象とした濃度規制と、ＣＯＤ・窒素・りんを汚濁負荷量の指標とした総量

規制となっている。 
（２）また、千葉県では、生活環境保全の観点から地域の実状に応じた基準を条例により定め

ており、法より厳しい上乗せ基準として設定されている。 
２．環境保全協定に基づく指導 
（１）環境保全協定では、法が排水口（敷地境界から外へ排出される部分）での排水を規制し

ているのに対し、冷却水が合流する手前の排水溝ごとにＣＯＤ、窒素及びりん等の濃度

や汚濁負荷量の総量を定め、指導を行っている。これは、各生産工程から発生する汚濁

負荷量を的確に管理することを目的としている。 
（２）また、協定で定める排水濃度等（協定値）は、法・条例よりも厳しい値が設定されてお

り、その結果、ＣＯＤを例に挙げると、昭和４９年当時と比べ、汚濁負荷量は約８４％

削減されている。 
（３）協定値は協定工場に新たな施設が設置、廃止等された場合は協議の上変更を行い、常に

最新のものとなっているため、今後ともこの状況を維持していく必要がある。 
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図．水質汚濁防止法に基づく規制と環境保全協定に基づく指導の比較 
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表．全協定工場における法総量規制基準、協定値の比較 
 

ＣＯＤ(ｔ／日) 全窒素(ｔ／日) 全りん(ｔ／日) 

昭和４９年協定工場の 
協定値の合計 ４４．５ ２７．０ 

（平成７年） 
０．７０ 

（平成７年） 
平成２５年協定工場の 
法総量規制基準の合計 ２０．９ １６．０ ０．８５ 

平成２５年協定工場の 
協定値の合計 

８．９ 
（５７．４％） 

１３．５ 
（１５．６％） 

０．５１ 
（４０．０％） 

平成２５年協定工場の 
負荷量実績の合計 ２．７ ４．１ ０．０５ 

注）括弧内は，法総量規制基準に対する割合 
 
 
 
 

 
 
（注１）ＣＯＤ負荷量の実績は，協定値による指導を盛り込んだ昭和４９年を 

基準年とすると，削減率はおよそ９４％である。 

（注２）全窒素及び全りん負荷量の実績は，協定値による指導を盛り込んだ  

平成７年を基準年とすると，削減率はそれぞれ６９％，７７％である。 
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図．協定工場全体の汚濁負荷量（実績値）の推移
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表．東京湾千葉県（千葉市～富津市）前面海域の水質経年変化（単位 mg/L） 
年度 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 

COD 3.6  3.4  3.8  3.7  3.8  4.0  3.1  3.0  3.1  3.4  
T-N 1.00  0.97  0.99  1.00  1.03  0.94  1.00  1.14  1.15  1.07  

T-P 0.085  0.087  0.085  0.077  0.068  0.074  0.073  0.077  0.089  0.080  

           年度 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 

COD 3.0  3.1  2.6  2.6  2.6  3.3  3.0  2.9  3.0  2.7  
T-N 0.99  1.00  0.78  0.87  0.90  0.86  0.90  0.83  0.92  0.84  

T-P 0.074  0.072  0.063  0.074  0.071  0.077  0.076  0.076  0.075  0.072  

           年度 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 

COD 2.7  2.8  2.7  2.8  2.6  2.9  2.9  2.4  2.4  2.5  
T-N 0.90  0.87  0.84  0.85  0.74  0.81  0.70  0.68  0.75  0.79  

T-P 0.073  0.068  0.068  0.066  0.059  0.061  0.064  0.062  0.068  0.068  

           年度 H21 H22 H23 H24 H25 
     

COD 2.4  3.1  2.9  3.2  2.5  
     

T-N 0.66  0.73  0.65  0.67  0.67  
     

T-P 0.061  0.061  0.052  0.055  0.052  
     

 
 
注１） 上記図表は、東京湾千葉県前面海域の９地点（下図参照）の年平均値 

注 2） ＣＯＤは 9 地点の上層及び下層の年平均値、T-N と T-P は表層の年平均値 
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図．東京湾（千葉県前面海域）の水質変化 



表．全協定工場における協定値、実績値の比較

項     目 

昭和４８年の実績値 

（細目協定締結以前）

平成２５年の協定値 

平成２５年の実績値 
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表．全協定工場における協定値、実績値の比較 

地下水採取量（ t 

 

（細目協定締結以前） 
１５８，８９７ t

 ８，２６２ t ／日

 ３，９８９ t ／日

 

39,543 39,552 35,127

13,577 8,812

S55 S60 H2 H17
測定年度

図．環境保全協定工場における地下水採取量
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※平成23年は東北地方太平洋沖地震の影響により、ほぼ全部の調査地点で、2cm以上の地盤沈下が見られた。

※平成24年は東北地方太平洋沖地震の余効変動（地震後の緩やかな地殻変動）により一部地域で隆起が見られた。
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